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北
拓
の
林
龍
太
社
長
は
竣

工
式
で
「
２
０
５
０
年
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
、
日
本
で
の
洋
上
風
力
発

電
市
場
は
大
き
く
発
展
す

る
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
風

車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て

業
界
の
発
展
に
寄
与
し
た
い

と
考
え
る
企
業
に
と
っ
て
人

材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。

黎
明
期
か
ら
業
界
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
北
拓
が
そ
の

責
務
を
担
っ
て
い
く
。（
１

月
逝
去
し
た
北
拓
副
社
長
）

吉
田
悟
氏
が
国
内
陸
上
風
力

や
海
外
の
レ
ッ
ス
ン
ラ
ウ
ン

ド
で
培
っ
た
経
験
を
生
か

し
、
よ
り
実
践
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
供
し
、
安
全
で

効
果
的
な
風
車
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
、
行
え
る
人
材
を
育
成

し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
北
九
州
市
の

片
山
憲
一
副
市
長
、
河
野
義

博
参
議
院
議
員
、
北
九
州
市

議
会
の
本
田
忠
弘
副
議
長
が

あ
い
さ
つ
。
片
山
副
市
長
は

武
内
和
久
市
長
の
挨
拶
を
代

読
。「
北
九
州
市
は
11
年
か

ら
『
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

ポ
ー
ト
ひ
び
き
』
事
業
を
開

始
し
て
お
り
、
今
回
の
施
設

竣
工
は
同
事
業
で
目
指
す
洋

上
風
力
発
電
の
総
合
拠
点
化

へ
の
大
き
な
一
歩
だ
」
と
両

社
の
取
り
組
み
を
歓
迎
し

た
。

　
北
拓
は
国
内
風
力
発
電
の

風
車
約
２
６
０
０
基
の
う
ち

約
８
割
に
Ｏ
＆
Ｍ
を
提
供
す

る
最
大
手
。
新
施
設
で
の
訓

練
で
は
Ｃ
Ｔ
Ｖ
（
作
業
員
輸

送
船
）
と
の
移
動
、
モ
ノ
パ

イ
ル
の
上
り
下
り
、
ダ
ビ
ッ

ト
ク
レ
ー
ン
で
の
荷
役
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
降
下
な

ど
を
想
定
。
Ｔ
Ｐ
実
機
に
よ

り
、
洋
上
風
力
発
電
特
有
の

リ
ス
ク
を
想
定
し
た
、
実
践

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実
施
で
き
る
。
受

講
対
象
者
は
北
拓
自
社
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者
に
限
ら

ず
、
洋
上
風
力
発
電
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
全
て
の
人

材
を
対
象
と
し
、
洋
上
風
発

を
安
全
・
安
定
的
に
運
営
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
産
業
全
体
の
発
展
に
貢

献
す
る
。

　
竣
工
式
後
は
ニ
ッ
ス
イ
マ

リ
ン
工
業
の
協
力
を
得
て
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ピ
ー
ス
と

の
乗
降
、
ダ
ビ
ッ
ト
ク
レ
ー

ン
に
よ
る
荷
揚
げ
、
Ｔ
Ｐ
内

部
の
救
助
訓
練
な
ど
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も

行
っ
た
。

　
陸
上
風
発
と
異
な
り
、
洋

上
風
発
で
は
気
象
・
海
象
条

件
が
厳
し
く
、
Ｃ
Ｔ
Ｖ
と
Ｔ

Ｐ
と
の
移
動
時
に
事
故
も
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
新
施
設
で
は
、
６
本
の
シ

リ
ン
ダ
ー
に
支
え
ら
れ
た
ゴ

ン
ド
ラ
状
の
設
備
に
よ
り
、

各
海
域
で
の
波
の
状
況
な
ど

を
再
現
し
、
よ
り
現
実
に
近

い
環
境
で
乗
降
訓
練
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
。

　
商
船
三
井
と
北
拓
は
共
同

で
設
立
し
た
北
拓
・
Ｍ
Ｏ
Ｌ

ウ
イ
ン
ド
エ
ナ
ジ
ー
投
資
事

業
有
限
責
任
組
合
を
通
じ
、

ひ
び
き
ウ
イ
ン
ド
エ
ナ
ジ
ー

の
株
式
10
％
を
保
有
す
る
特

別
目
的
会
社
に
出
資
し
て
い

る
。
ひ
び
き
ウ
イ
ン
ド
エ
ナ

ジ
ー
は
国
内
最
大
級
の
洋
上

風
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
北
九

州
響
灘
洋
上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
」
の
建
設
を
推
進
し
て

お
り
、
25
年
度
中
の
商
業
運

用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
商
船
三
井
と
グ
ル
ー
プ
会
社
北
拓
が
北
拓
・
北
九
州
支
店
で
建
設
を
進
め
て
き
た
、
洋
上
風
力
発
電
で
の
Ｏ
＆
Ｍ

（
運
用
・
保
守
管
理
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設
備
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
21
日
、
現
地
で
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
洋
上

風
車
の
基
礎
と
風
車
タ
ワ
ー
の
接
続
部
分
に
当
た
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
ピ
ー
ス
（
Ｔ
Ｐ
）
を
使
っ
た
洋
上
風
発
訓
練

施
設
は
国
内
初
。
日
本
の
洋
上
風
発
市
場
が
今
後
本
格
化
す
る
中
、
運
営
に
不
可
欠
な
Ｏ
＆
Ｍ
人
材
の
育
成
は
業
界

全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
両
社
は
同
施
設
を
通
じ
て
今
後
10
年
で
約
１
５
０
０
人
に
訓
練
を
提
供
す
る
。

国
内
初
の
訓
練
施
設

10
年
で
1500
人
育
成

洋
上
風
発

商船三井・北拓

3ＬＤＳ登壇者に聞く③

藤野　直明氏

野村総合研究所未来創発センター
シニアチーフストラテジスト

2住重、造船ＤＸツール提供
3ＮＸＨＤ、海外利益４割減

トランジションピースの実機による
訓練を提供

　
１
９
９
５
年
１
月
早
朝
、
甲

板
上
か
ら
見
る
海
は
ま
だ
暗
闇

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
新
日
本
製
鉄（
現
日
本
製
鉄
）

君
津
製
鉄
所
（
千
葉
県
）
を
出

港
す
る
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
（
大
型

鉄
鋼
原
料
船
）
の
船
内
。

　
乗
船
取
材
中
の
海
事
専
門
紙

記
者
の
目
に
君
津
製
鉄
所
の
高

炉
は
夜
光
虫
が
光
を
放
つ
前
近

代
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
に
映

っ
た
。

　
鉄
は
国
家
な
り
―
。

　
90
年
代
当
時
、
海
運
業
界
で

も
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
最
大
荷
主

と
し
て
そ
の
威
光
を
と
ど
ろ
か

せ
て
い
た
。

　
「
高
炉
こ
そ
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

の
シ
ン
ボ
ル
だ
」

　
西
豪
州
か
ら
鉄
鉱
石
を
輸
送

し
て
き
た
船
長
は
、
高
炉
か
ら

吐
き
出
さ
れ
る
煙
を
眺
め
つ

つ
、
記
者
に
み
じ
ん
の
疑
い
も

な
く
そ
う
語
っ
た
。

菅
首
相
の
Ｃ
Ｎ
宣
言

　
「
鉄
は
絶
対
に
な
く
な
ら
な

い
。
朝
起
き
て
か
ら
会
社
や
学

校
に
行
く
ま
で
、電
車
や
バ
ス
、

車
な
ど
鉄
が
な
け
れ
ば
ど
こ
に

も
行
け
な
い
」

　
鉄
鋼
業
界
の
関
係
者
は
一
様

に
「
鉄
」
に
対
す
る
誇
り
を
語

る
。
戦
争
、
動
乱
、
全
て
の
時

代
に
軍
需
か
ら
産
業
革
命
ま
で

鉄
が
世
の
中
を
け
ん
引
し
て
き

た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

　
鉄
は
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
の
事
実
に
変
わ
り
は
な
く

て
も
、
今
、
鉄
鋼
の
製
造
方
法

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　
２
０
０
０
年
代
前
半
ま
で
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
過
ぎ
な
か

っ
た
環
境
問
題
が
、
企
業
活
動

に
大
き
な
変
革
を
迫
る
要
因
と

な
っ
て
き
た
の
は
20
年
代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
20
年
10
月
26
日
、
菅
義
偉
首

相
（
当
時
）
は
所
信
表
明
演
説

で
日
本
が
50
年
ま
で
に
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
を

目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

こ
の
号
砲
が
引
き
金
と
な

り
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
温
室
効

果
ガ
ス
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭

素
）
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

海
運
業
界
も
人
ご
と
で
は
な

い
。

　
世
界
の
船
舶
の
Ｃ
Ｏ
２
の
年

間
排
出
量
は
ド
イ
ツ
一
国
分
に

相
当
す
る
と
試
算
さ
れ
る
。

　
海
運
業
界
で
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
燃
料
を
導
入
、

50
年
の
Ｃ
Ｎ
に
向
け
グ
リ
ー
ン

メ
タ
ノ
ー
ル
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
あ
ら
ゆ
る
船
舶
燃
料
が
研
究

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
決
定

的
な
決
め
手
を
依
然
、
模
索
し

て
い
る
。

　
一
方
、
鉄
鋼
業
界
は
脱
炭
素

化
に
向
け
海
運
業
界
よ
り
は
る

か
に
早
く
経
営
判
断
を
示
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

の
「
象
徴
」
で
あ
る
高
炉
を
廃

止
、
電
炉
へ
の
転
換
で
あ
る
。

　
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
50
年
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
２
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ
の

道
筋
と
し
て
幾
つ
か
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｒ
Ｉ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
・
リ

ダ
ク
ション
・
アイ
ア
ン
）
や
Ｄ

Ｒ
Ｉ
を
固
め
た
Ｈ
Ｂ
Ｉ
（
ホ
ッ

ト
・
ブ
リ
ケ
ッ
ト
・
アイ
ア
ン
）

を
原
料
に
使
う
製
造
法
、
１
０

０
％
水
素
還
元
鉄
の
導
入
。

　
そ
の
中
で
、
現
時
点
で
最
も

有
効
策
と
さ
れ
る
の
が
高
炉
か

ら
電
炉
へ
の
転
換
で
あ
る
。

　

高
炉
で
は
、
鉄
鉱
石
か
ら

十
分
な
鉄
分
を
取
り
出
す
た

め
に
還
元
剤
と
し
て
コ
ー
ク

ス
を
利
用
す
る
。
そ
の
過
程
で

酸
化
鉄
に
含
ま
れ
る
酸
素
と
炭

素
が
融
合
し
て
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生

す
る
。
１
㌧
の
鉄
を
製
造
す
る

過
程
で
約
２
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
が
発

生
す
る
。

　
20
年
時
点
で
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち
産
業
部
門
が
全

体
の
34
％
を
占
め
る
。
こ
の
う

ち
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
約
40
％
と
推
定
さ
れ

る
。

　
高
炉
は
長
ら
く
、
自
動
車
用

な
ど
の
電
炉
で
は
製
造
で
き
な

い
高
級
鋼
材
を
製
造
で
き
る
た

め
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
主
軸
で

あ
り
続
け
た
。

　
電
炉
は
高
炉
に
比
べ
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を
４
分
の
１
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
原
料
は
建

設
現
場
や
自
動
車
、
家
電
な
ど

の
廃
材
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
」
だ
。

　
市
中
か
ら
調
達
し
た
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
に
は
不
純
物
（
ト
ラ
ッ

プ
エ
レ
メ
ン
ト
）
が
混
じ
っ
て

い
る
た
め
、
品
質
面
で
高
炉
に

劣
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
高

炉
＝
高
級
鋼
材
、
電
炉
＝
汎は

ん
よ
う用

鋼
材
、
と
い
う
図
式
で
あ
る
。

日
本
製
鉄・Ｊ
Ｆ
Ｅ
も

　
日
本
製
鉄
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５

０
」
の
中
で
大
型
電
炉
で
の
高

級
鋼
製
造
を
掲
げ
る
。
実
際
、

日
本
製
鉄
は
瀬
戸
内
製
鉄
所

（
広
畑
地
区
）
に
電
炉
を
新
設
、

九
州
製
鉄
所
（
八
幡
地
区
）
の

高
炉
１
基
を
30
年
に
大
型
電
炉

に
転
換
す
る
計
画
だ
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
も
西
日
本

製
鉄
所
倉
敷
地
区
で
現
在
稼
働

中
の
高
炉
３
基
の
う
ち
、
改
修

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
高
炉
１
基
を

休
止
し
、
電
炉
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

　
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
高
炉
か
ら

電
気
炉
へ
の
転
換
で
、
日
本
の

粗
鋼
生
産
の
製
造
構
成
が
大
き

く
変
化
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
予
言

　
「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
価
格
こ

そ
景
気
の
先
行
指
標
」
と
言
っ

た
の
は
米
連
邦
準
備
制
度
理
事

会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
だ
っ
た
グ

リ
ー
ン
ス
パ
ン
氏
で
あ
る
。

　
実
際
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格

は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
前

の
08
年
７
月
ま
で
１
㌧
当
た
り

７
万
円
前
後
と
過
去
最
高
水
準

を
付
け
て
い
た
が
、
発
生
直
前

の
８
月
に
入
る
と
同
４
万
円
に

急
落
し
た
。

　
世
界
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
給

動
向
（
日
本
鉄
源
協
会
）
に
よ

る
と
、
20
年
時
点
の
日
本
の
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
発
生
量
は
年
間
約

３
４
８
０
万
㌧
。

　
国
内
に
資
源
を
持
た
な
い
日

本
に
と
っ
て
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

数
少
な
い
「
自
国
産
の
資
源
」

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

時
期
に
年
間
９
３
７
万
㌧
が
輸

出
さ
れ
、
９
３
３
万
㌧
の
輸
出

超
過
の
状
況
だ
っ
た
。

　
こ
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
対
す

る
評
価
が
今
後
一
辺
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
高
炉
メ
ー
カ
ー
の
電
炉
へ
の

転
換
計
画
は
そ
の
序
章
に
過
ぎ

な
い
。

　
問
題
は
、
ど
の
「
鉄
」
を
ど

う
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
く
の

か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

◆

　
日
本
は
ギ
リ
シ
ャ
、
中
国
に

次
ぐ
世
界
３
位
の
船
舶
保
有
国

で
あ
る
。
船
舶
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

貴
重
な
国
内
資
源
で
あ
る
と
と

も
に
、
電
炉
の
原
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
船
舶
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
現
状
と
展
望
を
考
察
し

た
。�

（
山
本
裕
史
）

メーカー 建設地 年産(㌧) 投資金額 発表時期 稼働時期 設備内容

日本 70(※1) 非公表 2021・3 2022 電炉

日本 400 非公表 2023・5 2030 電炉

神戸製鋼所 日本 非公表 非公表 2021・5(※2) 非公表 電炉

ＪFEスチール 日本 非公表 非公表 2022・9 2027以降 電炉

■日本の高炉メーカーの電炉新設の動き

(※1)非公表のため推定値(※2)検討段階としての発表。各統計から作成

日本製鉄

　
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は
21
日
、
共
同

輸
配
送
の
新
会
社
を
設
立
し

た
と
発
表
し
た
。
新
会
社
は

荷
主
と
物
流
事
業
者
の
情
報

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
、
標
準
パ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
高
積
載
な
幹
線
輸
送
便

を
運
行
す
る
。

　
新
会
社
の
名
称
は
、「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド

・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
（
Ｓ
ｕ

ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ�
Ｓ

ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｄ�

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）」。

　
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
今
冬
開
始
し
、

幹
線
輸
送
便
は
２
０
２
４
年

度
に
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪

間
で
１
日
40
線
便
の
運
行
を

予
定
す
る
。「
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
」
な
ど
で
輸
送

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
幹
線

輸
送
を
効
率
化
す
る
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
以
外
の
物
流

事
業
者
も
輸
送
を
担
う
た

め
、
社
名
や
ロ
ゴ
か
ら
ヤ
マ

ト
色
を
排
し
た
。
荷
主
の
出

荷
計
画
と
物
流
事
業
者
の
運

行
計
画
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
積

載
率
が
高
ま
り
、
運
賃
は
単

独
荷
主
の
チ
ャ
ー
タ
ー
よ
り

も
割
安
に
な
る
と
い
う
。

　
幹
線
輸
送
便
は
標
準
パ
レ

ッ
ト
や
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
な

ど
の
高
積
載
車
両
を
活
用

し
、
定
時
運
行
を
原
則
に
し

て
積
載
率
を
高
め
る
。
25
年

度
末
ま
で
に
予
定
す
る
１
日

80
線
便
の
運
行
で
温
室
効
果

ガ
ス
を
42
％
削
減
で
き
る
。

　
同
日
、
都
内
で
会
見
し
た

新
会
社
の
高
野
茂
幸
社
長

は
、「
最
終
的
に
は
１
パ
レ

ッ
ト
の
荷
物
を
出
せ
る
会
社

な
ら
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
予
約
で
き
る
世
界
に
た

ど
り
着
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
新
会
社
は
ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ
の

完
全
子
会
社
と
し
て
設
立
し

た
が
、
24
年
度
中
に
第
三

者
割
当
増
資
を
実
施
予
定
。

幅
広
い
企
業
の
出
資
を
募

る
。

　
三
井
物
産
は
20
日
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
ナ
ビ
ガ
ー
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
組

成
・
運
営
す
る
船
舶
投
資
フ

ァ
ン
ド
に
出
資
参
画
す
る
と

発
表
し
た
。
三
井
物
産
が
出

資
す
る
フ
ァ
ン
ド
は
マ
リ
タ

イ
ム
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
フ

ァ
ン
ド
Ⅲ
（
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ⅲ
）。

同
フ
ァ
ン
ド
は
環
境
配
慮
型

の
船
舶
を
対
象
に
総
額
15
億

㌦
（
約
２
３
０
０
億
円
）
の

船
舶
投
資
を
予
定
し
て
い

る
。

　
三
井
物
産
は
１
０
０
％
子

会
社
で
あ
る
三
井
物
産
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ツ
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ⅲ

に
中
間
投
資
会
社
を
通
じ
て

出
資
参
画
す
る
。
三
井
物
産

の
出
資
額
は
不
明
。

　
ナ
ビ
ガ
ー
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
海
運
・
物
流
大
手
Ａ
Ｐ

モ
ラ
ー
・
マ
ー
ス
ク
の
ロ
バ

ー
ト
・
マ
ー
ス
ク
・
ウ
グ
ラ

会
長
が
４
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー

を
招し

ょ
う
へ
い聘
し
２
０
１
７
年
に
設

立
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
二
つ
の
船
舶

投
資
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
、

運
用
船
舶
資
産
累
計
は
約
20

億
㌦
に
上
る
。
強
固
な
海
運

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

多
様
な
船
舶
資
産
へ
の
優
良

な
投
資
実
績
を
積
み
重
ね
て

い
る
。

　
第
三
号
フ
ァ
ン
ド
の
Ｍ
Ｉ

Ｆ
Ⅲ
は
、
期
間
は
24
年
―
34

年
ま
で
の
10
年
間
。
環
境
に

配
慮
し
た
洋
上
風
力
発
電
な

ど
向
け
オ
フ
シ
ョ
ア
支
援

船
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ

ス
）
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然

船
舶
フ
ァ
ン
ド
に
出
資

マ
ー
ス
ク
会
長
が
設
立

三井物産

ガ
ス
）、
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど

を
運
ぶ
ガ
ス
船
、
コ
ン
テ
ナ

船
、自
動
車
船
、タ
ン
カ
ー
、

ば
ら
積
み
船
な
ど
を
投
資
対

象
と
し
て
い
る
。

　
三
井
物
産
は
「
国
際
海
運

で
は
環
境
規
制
の
強
化
、
船

型
の
多
様
化
・
複
雑
化
な
ど

を
背
景
に
、
今
後
、
よ
り
多

様
な
船
舶
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
生

ま
れ
る
」
と
見
通
す
。

　
三
井
物
産
は
海
事
業
界
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
国

内
金
融
市
場
と
を
結
び
、
Ｍ

Ｉ
Ｆ
Ⅲ
の
収
益
最
大
化
に
貢

献
す
る
。
同
社
は
ナ
ビ
ガ
ー

と
と
も
に
船
舶
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
国
際
海
運
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
方
針

だ
。

  

船
舶
ス
ク
ラ
ッ
プ
が

　
　
　
日
本
を
救
う㊤

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
電
炉

転
換
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

取
り
組
む

電炉シフト 温暖化防止の鍵電炉シフト 温暖化防止の鍵

ヤマト運輸の福田靖執行役員（右）と新会社の高野社長

ヤマトＨＤ

共同輸送の新会社設立
マッチングで幹線効率化


